
 「⾃由で開かれた国際秩序の強靭性―⽶国、中国、欧州をめぐる情勢とそのインパクト」 
サブ・プロジェクトⅠ：「トランプ政権の対外政策と⽇⽶関係」 

 
プロジェクトの概要 
 
 第二次世界大戦後の国際社会の平和と発展は「自由で開かれた国際秩序」によって保障さ

れてきた。対立よりは協調、排除よりは包容を旨とするこの秩序の下、多くの国家が安定

と繁栄を享受してきた。我が国もこの秩序の維持と発展に貢献し、その恩恵に浴してきた

国家の一つである。現在の国際社会が直面している最大の課題は、この既存の秩序自体が

動揺し、今後の展望が極めて不確定であることといえよう。自由で開かれた国際秩序を主

導してきた米国に、「アメリカ・ファースト」を掲げ、諸外国との対立も辞さない一方で国

際秩序の重要性にさしたる関心を払わないと見える姿勢を示すトランプ政権が誕生した影

響は甚大である。我が国の同盟国としてアジア太平洋地域における秩序の構築と維持を担

ってきた米国の政策は、我が国の安全保障と経済の安定的発展に直接的に影響しうる。ト

ランプ政権誕生を可能とした米国内部にいかなる質的変化が起こっているのか、そして、

トランプ政権下において、自由と民主主義を標榜してきた米国の世界における役割が本質

的に転換するのか否か、見極める必要がある。 

 このような問題関心から、本研究プロジェクトは米国国内の世論調査や地方を含む米国

各地における実地調査を活用することで、トランプ政権誕生の背景にある米国の現況を的

確に把握する。米国内部における質的変化はトランプ政権の政策や政権の安定性に影響を

及ぼし、トランプ政権以後の米国を構造的に規定するものと考えられる。また、トランプ

政権の政策決定過程を分析し、その不確実性を可能な限り縮小し、日米関係の将来像につ

いて政策提言する。米国を唯一の同盟国とし、地域の安全保障を共に担う我が国にとって、

その対外政策の基盤を成す米国の現況と対外政策を解明し、より良好な日米関係構築のた

めに政策提言することが本研究会の目的となる。 
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研究会の実施状況 
 
第⼀回会合： 

⽇時・場所：2017 年 6 月 14 日、於当研究所 
テーマ：プロジェクトの課題、目的、実施計画の共有、「トランプ外交の評価：無原則と 

柔軟性の間」 

第⼆回会合： 
 ⽇時・場所：2017 年 8 月 8 日、於当研究所 
 テーマ：「トランプ政権とメディアの関係：『フェイクニュース』議論は必然か」 
第三回会合： 
 ⽇時・場所：2017 年 10 月 17 日、於当研究所 
 テーマ：「トランプ政権の外交思想を考える：『バノン後』の変化はあるか」 

第四回会合： 
 ⽇時・場所：2017 年 11 月 20 日、於当研究所 
 テーマ：「トランプ政権とアメリカ民主党：ポストオバマ時代の方向性」 
第五回会合： 
 ⽇時・場所：2018 年 2 月 8 日、於当研究所 
 テーマ：「退役軍人と政治」 
公開シンポジウム「トランプ政権の 1 年を振り返る」： 
 ⽇時・場所：2018 年 2 月 22 日、於当研究所 
 テーマ：「トランプ主義とは？それは長く残るか？」 
     「トランプ政権下での国内政治の変容および 2018 年中間選挙の展望」 
     「トランプ政権の安全保障観」 


